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議
員

市
民
、
議
会
、
行
政

が
自
治
を
推
進
し
て
い
く
た

め
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
る

規
範
と
し
て
平
成
十
八
年
十

月
に
平
塚
市
自
治
基
本
条
例

が
制
定
さ
れ
、
一
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
現
状
認

識
を
も
と
に
、
市
長
の
責
務

に
つ
い
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長

行
政
も
市
民
も
自
治

の
意
識
が
成
熟
し
つ
つ
あ
る

が
、
さ
ら
に
自
治
能
力
を
身

に
つ
け
、
職
員
力
、
市
民
力

と
い
う
個
人
の
力
が
成
長
す

る
よ
う
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
発
展
段
階
で
地

域
自
治
力
を
高
め
、
自
治
力

が
あ
る
社
会
へ
つ
な
げ
る
こ

と
が
市
長
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

自
治
基
本
条
例
は
あ

く
ま
で
も
理
念
条
例
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
派
生
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
提
案
の
制
度
、
意

見
表
明
の
権
利
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
理
想
で
あ
る
。「
い

ど
ば
た
会
議
」
や
「
学
び
ト

ー
ク
」
な
ど
、
意
見
の
聴
取

方
法
も
含
め
た
基
本
ル
ー
ル

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が

見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長

理
念
的
な
規
定
の
具

現
化
は
大
変
難
し
い
。
ま
た

ル
ー
ル
を
決
め
て
協
働
の
形

態
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、

逆
に
協
働
が
機
能
し
な
く
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
自

治
や
協
働
は
、
主
体
と
な
る

人
の
裁
量
権
が
生
か
さ
れ
る

状
況
で
な
け
れ
ば
真
価
を
発

揮
で
き
な
い
と
考
え
る
。
現

状
に
お
い
て
は
、
事
例
を
積

み
重
ね
な
が
ら
、
ル
ー
ル
化

す
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
類
型

ご
と
に
ル
ー
ル
化
す
る
こ
と

で
自
治
力
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

こ
の
条
例
を
踏
ま
え
、

平
成
十
九
年
五
月
に
「
平
塚

市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
実
施
方
針
」
が
策
定
さ
れ

た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
一
律
に
全
市
民
を
対
象
と

し
て
い
る
が
、
事
業
者
や
学

識
経
験
者
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

層
の
市
民
か
ら
意
見
を
取
り

入
れ
る
べ
き
案
件
も
あ
る
と

考
え
る
が
現
状
を
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

さ
ま
ざ
ま
な
案

件
の
中
に
は
、
専
門
的
な
知

識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
有
す

る
者
の
意
見
が
有
効
と
な
る

も
の
も
あ
り
、
必
要
に
応
じ

て
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
各
種
団
体
と
の
意
見

交
換
も
行
っ
て
い
る
。

議
員

専
門
家
や
団
体
等
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
具
体
例

を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

例
え
ば
、
平
塚

市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策

定
に
当
た
り
、
商
工
会
議
所

や
自
治
会
連
合
会
、
医
師
会

な
ど
の
団
体
に
専
門
的
立
場

か
ら
の
意
見
を
伺
い
、
そ
の

内
容
を
反
映
し
た
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
は
市
民

参
加
の
手
法
の
一
つ
で
あ
り
、

こ
の
ほ
か
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
地
区
説
明

会
、
各
種
団
体
へ
の
説
明
会

の
開
催
な
ど
、
案
件
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
意
見
聴
取
に

努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
協
働
事
業
は
ど
の
よ

う
な
分
野
で
行
わ
れ
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

福
祉
、
環
境
を

は
じ
め
、
地
域
の
安
全
、
都

市
整
備
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
協

働
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
支
援
状
況
を
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

活
動
中
の
事
故

の
救
済
を
図
る
市
民
活
動
災

害
補
償
制
度
や
、
テ
ン
ト
、

発
電
機
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

備
品
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
団
体
の

活
動
内
容
に
よ
り
、
補
助
金

等
に
よ
る
財
政
的
支
援
や
専

門
家
の
派
遣
な
ど
の
人
的
支

援
、
活
動
場
所
の
確
保
な
ど

の
物
的
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

議
員

市
長
は
所
信
表
明
で

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
に

努
め
る
と
述
べ
、
ま
た
総
務

省
所
管
の
「
頑
張
る
地
方
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
湘
南
ひ

ら
つ
か
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
関
連

事
業
を
申
請
す
る
と
聞
く
。

市
民
の
価
値
観
の
多
様
化
等

に
よ
り
行
政
課
題
が
複
雑
化

す
る
一
方
、
自
治
体
共
通
の

問
題
も
増
加
し
て
い
る
が
、

観
光
振
興
の
観
点
か
ら
の
広

域
連
携
の
事
例
を
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

本
市
と
鎌
倉
、

藤
沢
、
茅
ヶ
崎
、
寒
川
、
大

磯
、
二
宮
の
四
市
三
町
で
構

成
す
る
「
湘
南
地
区
観
光
振

興
協
議
会
」
に
お
い
て
、
県

の
参
加
も
得
な
が
ら
湘
南
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
観
光
客

の
誘
致
拡
大
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

連
携
を
図
る
う
え
で

の
課
題
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

自
治
体
に
よ
り

観
光
資
源
に
偏
り
が
み
ら
れ

る
た
め
、
魅
力
的
な
事
業
の

実
施
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

議
員

さ
ら
に
広
域
的
な
取

り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
他

の
自
治
体
と
の
連
携
に
つ
い

て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

今
後
は
、
海
に

面
し
た
湘
南
地
区
と
、
山
を

抱
え
る
秦
野
、
伊
勢
原
地
区

等
を
含
め
た
広
域
的
な
観
光

事
業
な
ど
を
進
め
る
べ
く
話

し
合
い
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

議
員

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
本
市
も
さ
ら
な
る
行
財

政
改
革
が
求
め
ら
れ
る
が
、

平
成
十
九
年
六
月
議
会
で
可

決
し
た
平
塚
市
総
合
計
画
基

本
構
想
と
市
長
の
政
策
綱
領

と
の
整
合
性
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

市
長

政
策
綱
領
は
、
多
く

の
市
民
か
ら
の
意
見
等
や
、

新
た
な
総
合
計
画
の
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
中
か
ら
実

現
す
べ
き
も
の
等
を
踏
ま
え
、

七
つ
の
柱
と
六
三
項
目
の
政

策
で
構
成
し
た
。
こ
れ
ら
を

市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
現
在
策
定
中
の
第
一
次

実
施
計
画
（
案
）
へ
の
位
置

づ
け
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員

新
た
な
総
合
計
画
の

下
で
十
九
年
度
の
実
施
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
政

策
綱
領
に
あ
る
「
す
ぐ
や
り

ま
す
」
と
「
一
年
以
内
に
や

り
ま
す
」
と
の
事
業
の
相
違

を
聞
き
た
い
。

市
長

「
す
ぐ
や
り
ま
す
」

は
、
十
九
年
度
中
に
行
政
内

部
の
努
力
で
取
り
組
み
が
可

能
な
施
策
で
あ
る
。
一
方
、

「
一
年
以
内
に
や
り
ま
す
」

は
、
す
ぐ
に
取
り
組
む
も
の

の
、
条
例
改
正
を
伴
う
な
ど

行
政
単
独
で
は
進
め
る
こ
と

が
で
き
ず
、
議
会
の
協
力
を

得
て
進
め
て
い
く
施
策
で
あ

る
。
庁
内
各
課
の
取
り
組
み

状
況
は
、「
す
ぐ
や
る
」
事

業
は
三
四
事
業
、
十
九
年
度

の
概
算
事
業
費
は
約
二
二
億

円
で
、「
一
年
以
内
」
は
三

一
事
業
、
約
一
六
億
円
が
概

算
事
業
費
で
あ
る
。

議
員

そ
れ
ら
の
事
業
の
実

施
で
、
本
来
予
定
し
て
い
た

事
業
に
影
響
は
な
い
の
か
。

市
長

影
響
が
な
い
よ
う
総

合
計
画
の
基
本
計
画
等
と
も

照
ら
し
て
提
案
し
た
。ま
た
、

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
、
第
五

次
行
政
改
革
（
ひ
ら
つ
か
改

革
プ
ラ
ン
）
の
さ
ら
な
る
推

進
に
も
努
め
た
い
と
考
え
る
。

議
員

六
三
項
目
の
事
業
の

推
進
に
は
新
た
な
財
源
が
必

要
と
な
る
が
、
他
の
事
業
を

縮
減
す
る
考
え
な
の
か
。

市
長

政
策
綱
領
に
特
化
し

た
財
源
確
保
の
た
め
の
縮
減

計
画
と
い
う
も
の
は
な
く
、

総
合
計
画
を
推
進
す
る
中
で

達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員

ど
の
よ
う
な
考
え
の

も
と
に
財
源
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

市
長

両
プ
ラ
ン
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
予
算
の
枠
配

分
方
式
、
予
算
事
業
検
証
シ

ー
ト
な
ど
を
活
用
す
る
。
厳

し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
る

が
、
選
択
と
集
中
を
基
本
に

各
部
で
財
源
確
保
策
に
努
め
、

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

議
員

本
市
が
平
成
十
九
年

四
月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い

る
入
札
・
契
約
制
度
の
内
容

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

一
般
競
争
入
札

の
拡
大
を
中
心
と
す
る
新
入

札
・
契
約
制
度
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
中
で
、
工
事
の

品
質
確
保
や
不
良
不
適
格
者

の
参
入
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
、
最
低
制
限
価
格
を
予
定

価
格
の
八
五
％
固
定
か
ら
、

案
件
ご
と
に
三
分
の
二
か
ら

一
〇
分
の
八
・
五
の
範
囲
で

そ
の
都
度
定
め
る
方
法
で
運

用
し
て
い
る
。

議
員

平
塚
商
工
会
議
所
や

平
塚
建
設
業
協
会
か
ら
、
最

低
制
限
価
格
の
算
出
方
法
を

神
奈
川
県
に
準
じ
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
る
と
思
う
が

実
施
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長

平
成
十
九
年
四

月
か
ら
八
月
ま
で
の
入
札
状

況
の
検
証
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
こ
れ
ま
で
の
算
出
方

法
を
見
直
す
方
向
で
作
業
を

進
め
て
お
り
、
今
後
、
可
能

な
限
り
早
期
に
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員

い
つ
か
ら
実
施
す
る

考
え
な
の
か
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

準
備
が
整
え
ば
、

平
成
十
九
年
十
月
以
降
公
告

す
る
案
件
か
ら
実
施
し
て
い

き
た
い
。

今
定
例
会
の
総
括
質
問
で
は
、
七
月
の
集
中
豪
雨
や
九
月
の
台
風
に
関
連
し
て
、
風
水

害
時
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
参
加
や
協
働
、
行
財

政
改
革
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、「
都
市
計
画
高
度

地
区
」
の
変
更
や
北
口
駅
前
広
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、
福
祉
の
分
野
で
は
、

子
育
て
支
援
策
や
高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
、
経
済
の
分
野
で
は
、
農
業
や
漁

業
の
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
、
教
育
の
分
野
で
は
、
理
不
尽
な
苦
情
へ
の
対
応
や
学
校

で
の
安
心
安
全
対
策
に
つ
い
て
な
ど
が
審
議
の
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
、
各
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
も
併
せ
て
二
〜
六
面
と
八
面
に
ご
紹
介

し
ま
す
（
質
問
を
行
っ
た
議
員
名
と
主
な
項
目
は
七
面
に
掲
載
し
ま
す
）。

議
員

国
の
行
政
機
関
に
お

け
る
個
人
情
報
の
保
護
制
度

と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、

今
回
、
平
塚
市
個
人
情
報
保

護
条
例
を
全
部
改
正
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
本
条
例
の
特

徴
を
伺
い
た
い
。

市
民
情
報
・
相
談
課
長

実

施
機
関
（
市
の
機
関
）
以
外

の
者
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
用
い
て
個
人
情
報
の
取
扱

事
務
を
行
わ
せ
る
際
は
、
平

塚
市
個
人
情
報
保
護
運
営
審

議
会
に
報
告
す
る
義
務
を
課

し
た
こ
と
や
、
守
秘
義
務
違

反
に
対
す
る
罰
則
規
定
を
平

塚
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会

委
員
だ
け
で
な
く
、
審
議
会

委
員
に
も
適
用
す
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。

議
員

罰
則
に
つ
い
て
、
委

託
業
者
や
指
定
管
理
者
の
場

合
は
従
業
員
個
人
へ
適
用
す

る
こ
と
と
し
た
理
由
を
聞
き

た
い
。

市
民
情
報
・
相
談
課
長

個

人
情
報
に
関
す
る
犯
罪
を
事

業
者
が
組
織
的
に
犯
す
可
能

性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
、
実
施
機
関
の
職
員
が
罰

則
に
相
当
す
る
行
為
を
行
っ

て
も
、
本
条
例
に
は
実
施
機

関
へ
の
罰
則
の
適
用
規
定
が

無
い
こ
と
と
の
整
合
性
を
図

る
こ
と
等
で
あ
る
。

議
員

本
条
例
の
施
行
に
向

け
、
規
則
等
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後

の
予
定
を
聞
き
た
い
。

市
民
情
報
・
相
談
課
長

規

則
等
の
整
備
や
施
行
に
つ
い

て
は
、
条
例
の
施
行
に
合
わ

せ
て
行
っ
て
い
く
。

議
員

こ
の
条
例
は
理
解
す

る
の
が
難
し
い
内
容
だ
と
思

う
が
、
職
員
や
市
民
に
は
ど

う
周
知
し
て
い
く
考
え
か
。

市
民
情
報
・
相
談
課
長

職

員
に
は
、
平
成
十
九
年
十
一

月
か
ら
二
十
年
一
月
の
間
に

条
例
の
内
容
に
つ
い
て
研
修

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
民
へ
は
、
平
成
十
九
年
十

二
月
ま
た
は
二
十
年
一
月

に
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

チ
ラ
シ
等
を
作
成
配
布
し
て

広
く
周
知
し
て
い
く
。

専
門
家
等
の
意
見

必
要
に
応
じ
て
聴
取

市
民
等
へ
ど
う
周
知

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

市
の
支
援
内
容
は

必
要
財
源
の
確
保

観
光
振
興
目
的
の
広
域
連
携

現
状
と
新
た
な
方
向
性
尋
ね
る

平平塚塚市市自自治治基基本本条条例例 制制定定かからら１１年年

自治力発展へ 市長の責務問う

（�）平成��年（２００７年）��月��日

総
合
計
画
と
政
策
綱
領
の
事
業
の
実
施

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
取
り
組
み
聞
く

ひらつか議会だより

市民により植栽された河内川のあじさい

平
塚
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
全
部
改
正

守
秘
義
務
違
反
へ
の
罰
則
も
規
定

入札・契約制度
最最低低制制限限価価格格のの算算出出方方法法
平平成成１１９９年年１１００月月かからら見見直直ししへへ

第 ��� 号
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